
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

●基調提起 田中 利幸（当実行委員会代表） 「2015 年核被害者世界大会を！」 

●「ヒロシマから」 木原 省治（被爆二世、原発はごめんだヒロシマ市民の会代表、 

上関原発を止めよう！広島ネットワ―ク共同代表） 

●「ナガサキから」 平野 伸人さん（全国被爆 2 世団体連絡協議会前会長） 

●「フクシマから」 佐藤 和良さん（いわき市議会議員、脱原発福島ネットワーク） 

●「市民による平和宣言」採択  

●６日行動提起 「8.6 ヒロシマ NO MORE ヒバクシャ みんなでウォーク」 

～原発も核兵器もない世界へ～ 

<主 催>８．６ヒロシマ平和へのつどい 2011 実行委員会(代表／田中利幸) 

事務局：広島市西区天満町 13-1-709 電話/090-4740-4608 FAX/082-297-7145 メール/kunonaruaki@hotmail.com  

HP http://www.d6.dion.ne.jp/~knaruaki/  郵便振替「８・６つどい」01320‐6‐7576  賛同カンパ：１口、1,000 円 

８月５日（金）  

１７：３０～１９：３０ 

広島市まちづくり市民交流プラザ 
北棟５階研修室 ABC 

 （広島市中区袋町６－３６） 

参加費： 1000 円 
 

8/6(土) ＝7：45＊グラウンド・ゼロ(爆心地)のつどい ＝8：15＊すべての核被害者への祈りのダイ・イン 

（以下の主催は原発・核兵器なしで暮らしたい人々） 8：30＊原爆ドーム前のつどい ＝9：00＊8.6 ヒロシ

マ NO MORE ヒバクシャ みんなでウォーク～原発も核兵器もない世界へ～→中電本社→平和公園噴水前 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●●●● よびかけ文 ●●●● 

3 月 11 日の巨大地震と津波は、福島第１原発 1～4 号機でのメ

ルトダウン(炉心溶融)、水素爆発、使用済み核燃料の破損と、次々

に重大且つ危機的な事態を引き起こし、その結果、高い放射能レ

ベルの放射性物質を広範囲にわたって今も拡散し続けている。か

くして、日本を巻き込む「核の過ち」は、ヒロシマ・ナガサキ、ビキ

ニ、フクシマと繰り返されている。 

  1954 年原水禁運動の急激な高揚に対抗して、日米両国政府

は、安保体制の下で「原子力平和利用」の宣伝工作を全国的規模

で展開した。とくに、原爆攻撃の被害者である広島の被爆者と市民

が、「洗脳」の目標とされた。その結果、核兵器には反対するが、原

発には反対できないという矛盾した流れが日本社会の主流となっ

てしまい、結局は日本の反核運動そのものを弱体化してきた。 

福島原発事故による「放射能汚染」という面では、日本は単なる

被害国ではない。原子力利用をがむしゃらに推進してきた日本政

府、電力資本及び経団連は、近隣諸国民・世界の市民に対しての

加害者になった。アジア太平洋侵略戦争の戦後補償すら実行しな

い日本政府が、今度は原発事故で再び多くの市民を核被害者に

している。 

広島・長崎の被爆者は、生涯にわたって爆風、火傷、放射能に

よる様々な病気に苦しんできた。被爆者は、いつ癌やその他の致

命的な病に冒されるか分からないという恐怖に怯える生活を余儀な

くされている。このように、長年にわたり無数の市民を無差別に殺

傷する核兵器の使用は、重大な「人道に対する罪」である。今回の

原発事故も、内部被曝の結果、これから数十年にわたって予想も

つかないほどの多くの市民をして、無差別に病気を誘発させること

になるであろう。このことから、原発事故も「無差別大量殺傷行為」

となりうるものであり、したがって「非意図的に犯された人道に対す

る罪」と称すべき性質のものである。 

兵器という形であれ電力という形であれ、「核と人間は共存でき

ない」というヒロシマの叡智を、私たちはこの惨事を機会に深く再認

識し、反核運動を拡大強化し、飛躍させなければならない。広島が

叫んできた「ノーモア・ヒバクシャ」の声の、これまでの弱さと狭さをと

らえ返し、すべての核被害者の無念の想い、無数の嘆きを受けと

め、原子力科学技術に依存する文明からの根底的な転換を問わ

なければならない。われわれの運動は、核・放射能兵器と原発の廃

棄をめざすだけにとどまらず、自然エネルギーへと転換し、人間相

互の関係ならびに人間と自然との関係が平和的で調和的である社

会を構築することをめざすものでなければならない。そのことを６７

回忌の被爆地・広島から訴える。 

●賛同団体： 

ピースリンク広島・呉・岩国／広島ＹＷＣＡ／呉ＹＷ

ＣＡ／第九条の会ヒロシマ／ピースサイクル広島ネ

ットワーク／郵政労働者ユニオン中国地方本部 

●よびかけ人： 

赤木弘子(広島 YWCA)/足立修一(弁護士)/石岡

敬三(グローイングピース)/遠藤章人(上関原発を

考える広島 20 代の会)/大月純子(わたしたちの性

と生を語る会・広島代表)/大野明彦(郵政労働者

ユニオン広島中央支部長)/岡田和樹(上関原発を

考える広島 20 代の会)/岡本珠代(岡本非暴力平

和研究所)/岡本三夫(広島修道大学名誉教授)/

尾崎幸雄(郵政ユニオン広島東支部長)/嘉指信

雄(NO DU ヒロシマ・プロジェクト代表)/上関英穂(郵

政労働者ユニオン本部執行委員)/木原省治(原

発はごめんだヒロシマ市民の会代表)/木村浩子(呉

YWCA We Love9 条)/久野成章(環境社会主義研

究会)/久保まさかず(広島の歴史をみてまわる会)/

久保田十一郎(日本キリスト教団西中国教区・広島

西分区牧師会)/佐々木 孝(第九条の会ヒロシマ)/

実国義範(平和を考える市民の会・三次)/柴田もゆ

る(教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろし

ま)/進藤狂介(被爆問題研究者、山口県)/田中繁

行(呉ピースサイクル)/田中利幸(広島市立大学広

島平和研究所教授)/竹本和友(ピースサイクル広

島ネットワーク事務局長)/竹原陽子(広島花幻忌の

会)/伊達 工(ピースサイクル全国ネットワーク共同

代表)/谷本大岳(ピースサイクル広島ネットワーク

副代表)/田村順玄(岩国市議、ピースリンク岩国世

話人)/戸村良人(広島 YWCA ヒロシマの今から過

去を見て回る会)/豊永恵三郎(被爆者、韓国の原

爆被害者を救援する市民の会広島支部長)/長尾

真理子(呉 YWCA We Love9 条)/永冨弥古(呉

YWCA We Love9 条)/難波郁江(広島ＹＷＣＡ会

長)/中峠由里(呉 YWCA We Love9 条)/西岡由紀

夫(ピースリンク呉世話人)/新田秀樹(ピースリンク

広島世話人)/橋本 真(九条の会・はつかいち)/日

南田成志(イラク平和テレビ局 in Japan・広島)/平

岡 清(郵政労働者ユニオン中国地方本部委員

長)/平岡典道(ピースリンク広島・呉・岩国)/平賀

伸一(広高教組呉地区支部平和教育推進委員

長)/藤井純子(第九条の会ヒロシマ)/増見新次(郵

政労働者ユニオン呉支部長)/三嶋研二(郵政労

働者ユニオン中国地本副委員長)/溝田一成(脱

原発へ！中国電力株主行動の会)/村田民雄(市

民運動交流センター・ふくやま代表)/森 輝幸(郵

政労働者ユニオン安芸府中支部長)/森瀧春子

(核兵器廃絶をめざすヒロシマの会共同代表)/山田

忠文(東北アジア情報センター運営委員)/山田禮

正(人民の力)/湯浅一郎(ピースリンク呉前世話

人、当実行委員会前代表)/横原由紀夫(広島県

原水禁元事務局長)/吉井信夫(ピースサイクル広

島ネットワーク代表)/吉村健次(美しい錦川を未来

へ手渡す会代表)/吉田正裕(東北アジア情報セン

ター運営委員)/渡田正弘(グローバリゼーションを

問う広島ネットワーク) 

(6 月 1 日現在) 


